
 法人事務局 平成 30 年度事業報告 
                                                                                                                                                                                                     
１．施設概要                                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                                                                     
   法人設立 27 年を迎える。槇島福祉の園、志津川福祉の園、宇治川福祉の園の 3 施設を中心に知的障害者の福祉サービス事業を営んでいる。28 年度と 29 年度には伊勢田町南遊田において、グループホーム 2 施設 

  及びショートステイ 1 施設の開設を図り、手狭になっていた居宅介護事業所も同所へ移設することができた。当法人は、利用者 120 名余り、職員 90 名を超える中堅法人に成長した。 
                                                                                                                                                                                                     
２．事業報告（要旨）                                                                                                                                                 
                                                                                                                                                                                                     

〇 この事業報告は、第 1 次中期経営計画に沿った事業項目の取組状況である。  
〇 その事業項目の多くは、施設事業であるが、施設を超えた重要な事業であることから法人の事業計画にも加えて法人と施設が連携して取組み、実施してきた事業である。 

 

基本 

方針 

 
事  業  計  画 （Plan） 

  
取 組 の 内 容 等（Do） 

 
評価及び改善方法  

（Check ＆ Action） 

項   目 内  容〔数値、実施時期等〕  実施責任者 内      容 達成率 

 
サー
ビス
の 

質の
向上 

組織管理について 

・地域生活支援室を開設し、GHと
居宅介護、SSの連携を図る。 

・インフルエンザなど感染症対応
マニュアル作りと実践を図る。 

随時 
施設長 
事務局長 
職員 

地域生活支援室を開設し、GHとSS,居宅との
連携を図った。又、感染症マニュアルを管理
運営規則細則に定め、今年1月のインフルエン
ザ時にGHで活用し、効果があった。 

85％ 
次年度も継続実施していく必要がある。産業医からB型
肝炎対策をGH以外に拡大する意見があり、検討するこ
とにする。 

事業運営、財務管
理について 

・中期経営計画の項目を事業計画
に組入れ実行に移す。 

・管理職員に対する経営視点、根
拠法の理解を深めさせる。 

年間を通じて 
施設長 
事務局長 
管理職員 

第1次中期経営計画の実施項目を法人の前年
度の事業計画としたので一定実施できた。 
しかし、管理職への経営視点や根拠法令を持
たせる指導が困難であった。 

65％ 
31年度度からの第2次中期経営計画をしっかり取組む。
施設長と副施設長に対する施設の収支管理を徹底した
い。 

 
事業
基盤
の 

強化 
 

施設建物、設備、
備品管理について 

・修繕・施設整備基金の積立てを
図り、経年劣化による施設補修
と備品更新に備える。 

年1回 
随時 

施設長 
事務局長 

笠取の所有地売却益から5,000千円の追加積
立てをし、合わせて27,000千円の修繕・施設
整備基金積立てができた 

75％ 
これまで施設等の経年劣化に対する対策が全くできて
いなかった。減価償却に見合う積立は困難であるが、平
成27年度から何とか基金積立てを継続している。 

新たな事業展開と
現行事業の拡大に
ついて 

・GHを増設し、しっかりした経営
を行う。 

・SS移転と居宅介護事業の拡大を
図る。 

年1回 
年間を通じて 

施設長 
事務局長 

昨年7月にGH巨椋・蓮とSS巨椋を開設し、居
宅事業所も移転させることができた。8月から
は、「かさとり」を除く、３GHの本格的経営
を開始することができた。 

95％ 
GH利用者の外泊を減らすこととGH開設によるSS利用
者の落込みの回復を図りたい。 

 
職員
の 

質の
向上 

人材、人事管理に
ついて 

・新卒者の正規職員採用を拡大す
る。 

・資格取得への助成を継続する。 
・職員の健康管理対策を継続する 

年1回 
年間を通じて 

事務局長 
施設長 

昨年は3名、今年は1名採用できた。社会福祉
士などの資格取得者3名に助成した。健診や予
防注射、健康相談、ストレスチェックを実施
。衛生委員会も機能し出した。 

95％ 
就職サイトの活用や実習受け入れを主とするサポート
プログラムなどへ参加し、又、直接専門学校や大学への
勧誘訪問など継続していきたい。 

人材育成について 

・福祉人材育成認証の更新を図る 
・研修の体系化を進める。 
・働きがいと働きやすい職場づく
 りを進める。 

年1回 
年間を通じて 

施設長 
事務局長 

認証更新ができた。これを契機に宇治川以外
の施設も研修の体系化が図れるものと期待す
る。働き甲斐と働きやすい職場づくりはこれ
からの課題とする。 

75％ 
次回の認証更新に向けて宇治川福祉の園以外の施設の
取組が重要になる。働き甲斐と働きやすい職場づくりは
継続して進めていきたい。 

 
地域
貢献 

地域交流、地域活
動の推進と協力に
ついて 

・わくわくまつりやわいわいカー
ニバルを継続開催する。 

・地域美化活動や花壇づくり等の
地域活動に積極的に参加する。 

・イベントでの出店協力をする。 

年1回 
随時 

施設長 
職員 

全てできているが、例えば祭りの開催目的を
変更するなど地域交流に資するための工夫を
要する。 

50％ 
法人独自の地域貢献事業が求められており、どうするの
か検討していかねばならない。 

教育実習や教育体
験の協力について 

・小中学校の福祉教育を積極的に
受入れる。 

・更生保護に係る社会貢献活動を
積極的に協力する。 

随時 
施設長 
職員 

積極的に協力しているが、隣接小学校のみの
実施になっている。 

45％ 
障害者理解を深めるため、隣接以外の学校にも実施協力

をしたい。 

その
他 

資産の活用につい
て 

・旧渡辺製袋建物の活用を検討す
る。 

・笠取の所有地活用の検討を進め
る。 

随時 事務局長 

製袋建物の有効活用は進まず。笠取所有地は
、GHなどの事業用地であったが、市街地での
建貸しGHの開設により不要地となったので
売却した。 

50％ 
製袋建物はリフォームして菓子工房を移転する計画を
持っているが、不法建築であることが分かり、そのため
の補修をどうするか、検討したい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



「槇島福祉の園」 平成３０年度事業報告 
 
1．施設概要 
 
  〇定員：就労移行支援 10 名（4 名）、就労継続支援Ｂ型 ２5 名（３０名）   （ ）内は年度末時点の実利用者数 
 
2．事業報告（要旨）  
 
  ○利用者の働く事への喜びや意欲を高め、社会人として地域社会参加の機会や生活の幅を広げることを目指すことができた。 
 ○職員は「職員の心構え」を念頭に、利用者の人権を尊重し、専門性の高い支援が行えるよう自らの資質の向上に努めることができた。 
  ○地域住民との交流を深める機会を通し、理解と協力を得ながら地域福祉向上の拠点となることを目指すことができた。 
 

基本 

方針 

事  業  計  画 （Plan） 取  組  の  内  容  等 （Do） 評 価 及 び 改 善 方 法 

（Check ＆ Action） 

項 目 内  容 ［数値・実施時期等］  実施責任者 内      容 達成率 

 
サー 
ビス 
の 

質の 
向
上 

障害特性に応

じた支援 

 

 

就労支援 

利用者個々の多様化する課題に添った支

援や相談を行うことで就労（働くこと）へ

の意欲と施設内作業活動の充実、地域と連

携した自立生活の促進を図る。 

利用者のニーズを元に基本的な就労習慣

を身につけるとともに基本的な生活リズ

ムを整え、社会人としての自立を目指す。 

年間を

通じて 

 

 

年間を

通じて 

 

管理職 

 

 

管理職 

利用者からの希望やニーズを聞き取り、個々の現状に即

した作業班に所属し、作業に取り組むと共に、保護者と

の懇談を通して課題点の共通理解を図っている。 

 

企業実習や企業内でのグループ実習、施設内の下請け作

業を通して、仕事をする姿勢を習得し、就労する意識を

高めている。 

70％ 

 

 

 

70% 

就Ｂを3班編成にして2年目となる。それぞれの班の特色が利用

者内に浸透し希望された班で活き活きと仕事し、個性を生かし

て日中を過ごせた。モニタリング時には、他の班への異動希望

目標をもって過ごす利用者もいた。 

就労移行利用者は雇用を目指し、美容院（29.11～）、コンビ

ニ店（30.5～）、機械部品製造（31.2～）の実習を現在も支

援継続している。 

 
事
業 

基盤 
の 
強
化 

事業体型の見

直し 

 

目標工賃達成 

 

 

 

通所意欲の向

上 

就労移行支援事業の方向性を模索してい

く。 

 

工賃規定に取り入れた評価基準を元に、積

極的に登園する意欲につなげ、工賃アップ

を目指せる手掛かりとする。 

 

利用者が働くことへの喜びや意欲を感じ

られるよう魅力ある作業種目を検討し、拡

大させいくことで充実した日中活動を形

作ることを目指す。 

年度下

半期 

 

年間を

通じて 

 

 

随時 

管理職 

 

 

全職員 

 

 

 

管理職 

各支援学校と協議を行ったが次年度は就労移行支援事業

の利用希望者が「0」で、また今後も希望者は見込めな

いが、就Ｂの希望者は今後も見込める 

下請け作業は8社から受注を受けており、内職加工の作

業内容を個々が選択し、やる気が向上する工夫が取られ

ている。 

出勤に応じた支給、精勤手当の支給、作業の取り組みに

応じた支給、実習やキッチン取組支給等、個々の作業取

組方に応じた工賃支給により作業意欲向上を図れる工夫

がなされている。 

90％ 

 

 

75% 

 

 

85% 

30年度末で就労移行支援事業を廃止し、就労継続支援Ｂ型の定

員を変更する事としたが、就労移行支援事業利用者１名が退所

する事となったため、90％とした。 

今年度新規取引で武蔵企業から（両面テープ貼り作業）受注を

スタートし、8月中旬にリネン作業終了後、8月下旬に王将フー

ドサービスから（調味料まとめテープ止め作業）受注を受けた

。利用者の適性に合わせた作業取り組みができた。 

 

キッチン作業や企業実習に関わることで、手当支給がされるた

め、利用者のモチベーション向上に繋がっている。 

 

職員 

の 

質の 

向上 

 

研修への参加 

行政関係諸団体及び民間諸団体が実施す

る研修会への参加等について、職員の資質 

向上、情報の収集、資格取得等を目的に 

積極的、計画的に実施する。結果は、復命

と支援部会議にてフィードバックする。 

 

研修参

加は随

時 

 

OJT指導

者 

必ず一人１回以上の研修会に参加できるように、職員間

の連携を図っていると共に、報酬単価の加算に繋がる資

格等については、資格取得に向けての奨励を図っている

。 

 

70% 

介護福祉士の資格を取得するため、現在1名が介護福祉士実務者

研修を受講中。来年度の資格取得を目指している。 

 

地域 

 

貢献 

 

 

 

わくわくまつ

り 

 

 

実習・見学者の 

受け入れ 

後援会会員とのつながりを深め、広く地域

の方々に園を知っていただく機会とする。 

 

 

支援学校・地域の小中学校・大学・専門学 

校・各種団体からの実習や見学について、

計画的に受け入れる。 

年１回 

(11月) 

 

 

年間を

通じて 

全職員 

 

 

 

管理職 

わくわくまつりには利用者全員参加を出来るように実習

先とも調整を図り、取り組んでいると共に、地域の方々

とも触れ合える機会を目指している。 

 

 

 

実習や見学の電話には真摯に受け止め、受け入れられる

様に調整を図っている。 

 

75% 

 

 

 

80% 

 

利用者の作業外活動の一つとして、サークル活動を月１回行っ

ている。そのサークル単位で、わくわくまつりを盛り上げられ

るように準備し、運営する地域の方々や子供達に楽しんでもら

えた。 

実習-支援学校より２名受入れ…４月入所された 

福祉人材センター主催のワンデーチャレンジ実習を利用された

方が就職を希望され、3月より職員として採用した。 

 

その 

他 

 

 

ボランティア

受入 

 

配食事業取り

組み 

利用者の地域生活と余暇活動の充実を目

的にボランティアの協力を要請する。 

 

お弁当の配食事業では、近隣地域に対して

利用者が広く携わることで、地域のお客様

との関りを増やし、作業意欲と社会参加意

欲に繋げる。 

年間を

通じて 

 

随時 

全職員 

 

 

管理職 

土曜日課の活動内容によっては、地域の方々に講師を依

頼し、触れ合える機会を設けている。 

 

配食事業では、作るだけでなく配達で地域の方々とのコ

ミュニケーションも図れる工夫をおこなっている。 

 80% 

 

 70% 

障害者啓発講座で地域の書道教室の先生に書初め教室を依頼し

た。 

 

市役所のオープンカフェやロビー販売にも関わる。８月末に職

員退職で２名の職員が交代で配食事業の支援に従事したことで

、厳しい現状があった。 

 
 



 志津川福祉の園  平成 30 年度事業報告 
                                                                                                                                                                                                     
１．施設概要                                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                                                                     
〇定員：生活介護１５名（現員１８名）、就労継続支援 B 型２５名（現員２５名） 
２．事業報告（要旨）  

〇志津川福祉の園は「働く喜びを感じる施設」を理念にひとりひとりの個性を引き立たせる作業支援を行った。陶芸や縫製織物は個性あふれる製品が多く、農作業や工芸活動でも生活介護班

の個性が生かされた野菜や干し柿、紙すきなどが生まれ、利用者がすべてに関わった製品を作ることが出来た。 

〇支援に関して障害者虐待防止の観点として、職員の意識付けから勉強会、研修の実施を計画的に行う事が出来た。また、支援の質の向上を目指して支援目標のスモールステップ化を図り、
実現可能な目標を設定し、達成感の味わえる支援目標への切り替えを促進した。 

基本 

方針 

 
事  業  計  画 （Plan） 

  
取 組 の 内 容 等（Do） 

 
評価及び改善方法  

（Check ＆ Action） 

項   目 内  容〔数値、実施時期等〕  実施責任者 内      容 達成率 

 
サー
ビス
の 

質の
向上 

働く喜びを感じ
る施設づくり 

ひとりひとりの個性を引き立
たせる作業支援の展開 

随時 管理職 

自分の出来る事への取組の支援 

生活介護：紙すき、干し柿、就労 B 型：

織物の縦糸掛け幅広織物、陶芸自主製品 

９０％ 

紙ちぎりから紙すき作業へつなげることや利用者

による柿の皮むき、縦糸掛けの取組、さらに陶芸

の注文品作成により各作業で形が作れ、やりがい

に繋がった。 

個別支援計画の見直し 随時 サビ管 
目標のスモールステップ化を図り、より
実現可能な目標設定とした 

５０％ 
達成感の味わえる支援目標への切替えを促進した
。取組み時期が年度末に近かった為、見直しを継
続する。 

 
事業
基盤
の 

強化 
 

事業の安定運営 
月１回土曜日余暇活動や休日 
の行事への参加 

毎月 管理職 

余暇活動や休日の行事に参加することで

利用者の延べ利用回数を増加させ収入増

加を図った 

８０％ 
余暇や行事の内容により利用者の参加数は違うが
その都度３０％～９０％程度の参加があり、収入
の確保に繋がった。 

 
職員
の 

質の
向上 

専門知識や支援
技術の向上 

 
虐待防止の徹底を図る 

年 間 を通し
て 

全職員 

勉強会の毎月実施 

法人内の研修 

外部研修への派遣 

１００％ 

虐待防止のため支援の質の向上を目指した勉強会

を施設内で毎月実施した。また、法人全体の虐待

防止の研修に参加した。職員の資質向上が見られ、

虐待防止に繋がった。 

職員のチーム 
ワーク強化 

同僚との意思疎通と上司から 
 
の指示・命令の徹底 

年 間 を通し
て 全職員 

作業班・作業班間・管理職・ 
作業班間と管理職のミーティングを実施
した 

８０％ 
多くの場面で意思疎通を図り、指示や命令だけで

なく様々な問題解決が図れた。 

 
地域
貢献 

地域交流の推進 

わいわいカーニバル、 
陶器まつりの実施 

年2回 全職員 
地域の諸団体、企業等の支援を得てイベ
ントを開催した。 

１００％ 
地域のイベントとして定着し支援者も参加者も期
待され楽しめるものとなっている。今後も継続実
施していく。 

地域の清掃活動への参加 

地域行事への協力 
随時 管理職等 

志津川地区清掃にて集会所の清掃や草刈

りに参加、地蔵盆への備品貸し出し、ま

ちづくり協議会視察へバス協力 

１００％ 

地域の自治会や団体の活動を支援することで地域

との繋がりが強まり施設として地域貢献となっ

た。 

その
他 

地域生活との連
携 

グループホームとの連携を 
図る 

年 間 を通し
て 管理職等 

個々のサービスの充実とＧＨかさとり利

用者の内、帰省が困難な方への配慮。 
ＧＨ巨椋・蓮の利用者に対する新しい生
活へのスムーズな移行。 

１００％ 

ＧＨかさとりを３６５日利用することになった方
への通院や生活面の支援はカバーされ安定した生
活を送っている。巨椋蓮に入居した方も週末に帰
省するリズムが定着し新生活に移行が出来た。 

 
 
 
 
 
 
 



宇治川福祉の園   平成 30 年度事業報告 
                                                                                                                                                                                                     
１．施設概要                                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                                                                     
  ○定員：  生活介護 30 名（  34 名）、 就労継続支援 B 型 10 名（ 11 名）         （ ）は年度末時点の実利用者人数  
 
                                                                                                                                                                                                     
２．事業報告（要旨）                                                                                                                                                 
                                                                                                                                                                                                     
  ○ 知的に重い障害があり、意思疎通に丁寧な支援が必要な利用者に対し、生活リズムの整えを基盤もとに、個々のさまざまな自己表現を丁寧に受け止め、支援・対応していくこ

とでお互いの信頼関係が深められ、一時の緊張の高い状態から脱しつつある。                                     
   

○ 日課および年間の行事運営について、ポイントを絞って大幅な見直しを行った。実施に伴う情報連絡に課題が残ったが、園務運営について家庭・本人の関心を呼び起こすきっ
かけにはなり、今後の中期展望のなかで継続して見直しをおこなってゆく。 

基本 

方針 

 
事  業  計  画 （Plan） 

  
取 組 の 内 容 等（Do） 

 
評価及び改善方法  

（Check ＆ Action） 

項   目 内  容〔数値、実施時期等〕  実施責任者 内      容 達成率 
 

サー
ビス
の 

質の
向上 

ニードを把握し
本人を中心とし
た総合的な生活
支援計画を実施
する 

利用者の現状を捉え、前向きに
園生活を送れるようサービス
提供を行う。 

 
 
 随時 

 
 

支援職員 

支援計画作成時、モニタリング時に本人家族
の意向について充分に考慮。計画に明文化す
るよう務めた。 

 
 
  60％ 

ニード把握は適正であったが、計画実施の段階で充分に
展開できたかという点では課題が残る。 

日課の見直しを
図り見通しを持
って参加する事
につなげる 

特に9月以降の旅行～福祉まつり
～わくわくまつりに至る行事の実
施方法を見直し、現状に沿った実
施方法を試行する 

  
 
年間を通じて 

 
 

管理職 

旅行には日帰りの形で実施。福祉まつりは利
用者は自由参加とした。わくわくまつりでは
ステージ発表時の緊張を緩和できるよう、プ
ログラム内容などを変更した。 

 
 
  95％ 

変更について、家族・本人の賛否が大きく分かれること
となった。（特に宿泊旅行） 
試行結果を基に次年度以降の実施方法に反映させる。 

 
事業
基盤
の 

強化 
 

業務手順の標準
化を図る 
 

職員の業務内容を見直し、業務 
手順を明確にすることで安定 
的にサービス提供を行えるよ 
うにする。 

 
 随時 

 
 管理職 

人材育成認証制度更新手続きの中で、事業所
のマニュアル手順書を見直す。 

 
  40％ 

マニュアルや手順書が現状にそぐわないものに
なってきている。次年度以降更新を行う。 

安定した運営を
目指す 

 

年間の利用率の維持 
重度支援加算の適用。 

 
年間を通じて 

 
管理職 

利用者・家庭の意向により何名かの利用者の
方のサービス変更を行った。加算は1名に適用 
している。 

 
  90％ 

サービス変更を行った方については、長期に欠席の状況
が続いていた方で、ご本人に合った福祉サービス利用に
つながるよう期待したい 

 
職員
の 

質の
向上 

人材育成の強化 

 
職員個々の課題意識をもとに
積極的な研修計画を立て、内
部・外部の研修に参加する 

 
研修参加は 
随時 
 

 
 管理職 
 研修担当 

内部研修については、新任・全体ともに計画
的に実施でき、内容的にも充実させることが
できた。 

 
  80％ 

新任だけでなく、階層的には中堅・リーダー格の職員等
にも意識向上を目的とした内部研修実施が必要である 

チームアプロー
チによる支援の
強化 
 

小グループ編成での支援を継
続して行う事で、利用者の安
心と支援スキルの向上につな
げる。 

 
年間を通じて 

 
 管理職 

行事、特別日課などは基本の3グループ編成を
行って、利用者同士が無用の刺激を与え合う
ことがないように配慮。職員間も状況共有の
ための協議を意識的に行うようにした。 

 
  70％ 

利用者の関係性のもつれについて、この編制で日課実施
することによって、最大限緩和することができている。 
 

 
地域
貢献 
交流 

地域との交流の
推進 
 

後援会、他地域の皆様とのつなが
りを意識し、野菜販売や製菓製品
の販売を進める。 

 
年間を通じて 

 
 全職員 

槇島コミセン、近隣のセブンイレブンでの野
菜販売を年数回実施。地元喜老会の記念品と
して製菓製品を提供した。 

 
  80％ 

近隣のみなさまの期待に応えられるよう、継続して積極
的に動きをとる。また、「あいさつ」が元気よく行えな
くなってきており、以前のように励行できるよう心がけ
る。 

福祉教育・啓発
活動の実施 

福祉教育体制に協力し、近隣小
中学校の見学や体験実習を積
極的に受け入れる。 

 
随時 

 
 管理職等 

槇島小ふれあい花壇の活動、近隣中学校の体
験実習受け入れ。槇島小5年生の施設見学受け
入れ会など 

 
  80％ 

喜老会、後援会のみなさんとの交流も含め、今後も活動

を継続して行ってゆく。 

 
その
他 

危機管理意識の強

化 

保護者、利用者が安心してサ
ービス利用していただけるよ
う事故予防の徹底を図る 

 
年間を通じて 

 
 全職員 

毎月末の職員会議時に、危機管理シートを元
にした危険箇所、事例の確認を行って意識の
向上に努めている。 

 
  60％ 

確認が「形だけ」になっていってしまわないように。 
また危険箇所の修正はできるだけ早期に行うようにす
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 グループホームかさとり 平成 30 年度事業報告  

                                                                                                                                                                                                     
１．施設概要                                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                                                                     

  〇定員：共同生活援助１０名（現員１０名） 
                                                                                                                                                                                                    
２．事業報告（要旨）                                                                                                                                                 
                                                                                                                                                                                                     

〇利用者の生活の場所として定着し年々、利用率も上昇して、安定した収入が確保されている。その反面、利用者の重度化が見られており、現在の生活支援員と世話人で辛うじて配置基
準を満たすことが出来ているが近くに増員は必至である。 
 

基本 

方針 

 
事  業  計  画 （Plan） 

  
取 組 の 内 容 等（Do） 

 
評価及び改善方法  

（Check ＆ Action） 

項   目 内  容〔数値、実施時期等〕  実施責任者 内      容 達成率 

 
サー
ビス
の 

質の
向上 

生き甲斐を感じ
られる日常生活
を提供する 
 

 

思いや訴えを受け止めた支援 年 間 を通し
て 

全職員 

生活での困り事や利用者の思いを聞き、

一緒に解決して行く。 

また、訴えや苦情にも真摯に受け止め対
応する。 

９０％ 

個々に多くの課題があり、勘違いや思い込みで正
常な状態を保つことが難しい事がある。理解に繋
がる様に根気よく工夫して説明し改善していく事
が出来た。 

 

健康状態を把握する 

 

随時 

 

全職員 

常に健康状態に気をつけており、少しで
も体調不良に気づけば直ぐに初期の対応
を取り、安静にして早期に医療対応等に
繋げる。 

９０％ 
具合が悪ければ検温し、症状によっては早期に家
庭や通所施設に繋げ医療機関の受診出来るように
勤めている。 

 
事業
基盤
の 

強化 
 

 
事業の安定運営 
 

 
 
施設と連携し利用日数を増加

させる 
年 間 を通し
て 

管理職 
土日は帰省できない方以外土曜日の朝ま
で泊まって日曜日の夕方にホームに帰る
事を徹底する。 

９０％ 
土曜日の朝から会館清掃や出店当番に当たる人以
外は金曜日はＧＨに帰ってきて泊まる事と日曜日
もホーム帰りが定着した。 

 
職員
の 

質の
向上 

研修への参加 

 
研修に参加し支援方法や虐待 
防止について学ぶ 随時 全職員 法人内の研修 

外部研修への派遣 
５０％ 

虐待防止のため支援の質の向上を目指しているが
法人全体の虐待防止の研修等や外部研修の参加は
勤務が優先して半数は参加出来ていない。 

 
地域
貢献 

地域交流の推進 

 
アクトパル宇治の春秋のまつ 
りに参加する 

年2回 全職員 
年２回職員と保護者が総出で模擬店を出
店すると共に利用者もアクトパルで過ご
し、まつりを楽しむ。 

１００％ 
地域のイベントへの協力しており、笠取地区から
も地域の一員として出店を期待されるようになっ
た。 

 
 
 
バーベキューの開催 年1回 全職員 

夏に地域の方や近くの福祉施設の方を招
待し、利用者と保護者、職員を含め、バ
ーベキュー大会を開催する。 

１００％ 

毎年、夏に５０人規模のバーベキュー大会を開催

し隣近所の方やお世話になっている方を招待し、

笠取ふれあい福祉センターの職員にも呼びかけ実

施している。 

その
他 

バックアップ施
設との連携 

 
 
通所施設と日常生活の連携 年 間 を通し

て 管理職 
個々のサービスの充実 

帰省が困難な方への配慮 
 

１００％ 
施設とＧＨが連携した生活の支援と特にＧＨかさ
とりを３６５日利用することになった方への配慮
が必要となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 地域生活支援室 平成３０年度事業報告 

１．施設概要                                                                                                                                                                        

   グループホームやましろ（グループホームまきしま(6 名) グループホーム巨椋・華(10 名+1 名) グループホーム巨椋・蓮(6 名)）  

   ショートステイにじいろ(日中一時支援) ショートステイ巨椋(短期入所) 居宅介護わくわく(居宅介護・行動援護・移動支援) 
                                                                                                                                                                                                     

２．事業報告（要旨）                                                                                                                                                 

                                                                                                                                                                                                     
○ 一人ひとりの想いに寄り添い、生活を支えられる拠点とするために、地域生活支援室を開設した。関係機関と連携しながら、必要な時に必要なサービスが選択でき、 

安心して暮らしていけるような拠り所としての機能を目指しています。 
○ 7 月にグループホーム(以下 GH)巨椋・蓮を開設すると同時に居宅介護わくわくの事業所を伊勢田町南遊田に移転。10 月にショートステイ巨椋(短期入所)を開設した。 

   

 

基本 

方針 

 
事  業  計  画 （Plan） 

  

取 組 の 内 容 等（Do） 
 

評価及び改善方法  

（Check ＆ Action） 

項   目 内  容〔数値、実施時期等〕  実施責任者 内      容 達成率 

 

サー

ビス

の 

質の

向上 

GH新規入居者の
生活の安定 

新規入所6名のホームでの生活に慣
れるよう、家庭との連携をはかる。 

H30. 
7月～ 

サービス管理責任者 
GH職員 

家庭での生活を聞き取って保護者と連携することで、
個人の生活スタイルを守りながら、新しい共同生活に移
れるよう配慮し、見通しの持てる安定した生活に繋げら
れた。 

 
８０％ 

 個々に応じた支援ができた事で、大きな混乱
なく入居できた。洗濯物や衣服の調節、体調面
での配慮点も明確になり、修正を重ねた。 

サテライト型併設 GH巨椋・華にサテライト機能を追加
して、利用者の単身生活を支える。 

H30. 
4月～ 

サービス管理責任者 
 

 準備段階から本人の希望や意向を考慮し、単身生活の準

備や整えについて支援を行った。 

75％  入居後の家具類の整えや、衣服の整理などに
時間を要した。金銭管理に課題が残る。 

事業所間の連携  GHと施設、SSや居宅、相談支援と
の連携を密にして、情報共有をはかり
統一した支援に繋げる。 

 
年間 

管理職員 
職員 

 施設との連絡ノートを中心に、予定表や外出・通院さ
らには体調面など、細かな連絡を心掛けるものの、連携
不足も見られた。 

 
６０％ 

 施設間連絡・事業所間連絡・保護者連絡とそ
れぞれに対応し、日々改善を重ねた。情報伝達
機器の検討も必要と思われる。 

福祉車両・入浴機
器導入 

 車いす対応の車両と入浴機器の導入
により,短期入所の利用者層を広げる。 

H30.
10月 

 
主任・職員 

 在宅の車いす利用者の要望に応え、自宅送迎を行って
、短期入所の新規利用者が増加した。 

 
５０％ 

 福祉車両と入浴時のシャワーキャリーの導入
をアピールして、SSの利用者増につなげる。 

 
 

事業
基盤
の 

強化 
 

 
GH巨椋・蓮の開設 

7月に内覧会を実施。7月後半には利
用者の入居開始。 
必要な職員配置を調整することで、重
度障害者支援職員配置加算の対象とす
る。 

H30. 
7月 
 

11月 

 
管理職員 
サービス管理責任者 

入居を2グループに分けたことで、個別に生活リズム
を形成することができ、ホームでの安定した生活を最優
先に支援を行った。 

重度障害者支援職員配置加算の要件を整え、収入増に
つながった。  

 
９０％ 

GHやましろとして、3棟のGHがそれぞれの
特色を尊重しながらも、職員間の協力体制がと
れるようになった。 
今後更なる職員間の相互理解に努める。 

ショートステイ巨
椋への事業の移転 

GH巨椋・蓮の開設と利用者入居後、
2か月を目途にSS巨椋の受け入れを始
める。 

H30. 
10月 

 
管理職員 

 10月1日より、SS巨椋にての短期入所を開始。 
個室対応にて、落ち着いた環境を利用者に提供できた。 
宿泊スタッフの確保や送迎コース変更など、移転に伴う
調整を行った。利用者数は,GH入居に伴って減少した。 

 
６０％ 

法人外の新規短期入所希望者を積極的に受け
入れる。さらに土・日曜日の開設を検討して、
稼働率を上げる。 

 
 

職員
の 

質の
向上 

 
職員研修の実施 

新規採用のGH職員対象に、研修会を
実施し、障がいについて知り、日頃の
生活のイメージを持ってもらう。 
  

H30.
6月～ 

 
管理職員 
サービス管理責任者 
 

実施時期：5月～6月 
研修内容：障がいについて、GHきほんのき、 
     法人各事業所見学と、GH支援の体験 
対象職員：GH職員全員対象 

 
８０％ 

新規採用職員の研修実施によって、入居者の
日中の様子や現状が理解でき、イメージをもっ
て業務に入る事が出来た。利用者理解について
は今後も研修を重ねる必要がある。 

 
スタッフ会議の定
期開催 

SS巨椋については、スタッフ会議を
通して全体把握をするとともに、日常
の連携にて利用者確認を行う。 
居宅介護についても、月1回の会議をも
ってスタッフ研修にあてる。 

 
 
月1回 

 
管理職員 
主任 

スタッフ会議の開催：毎月1回実施、月予定の確認と
利用者支援の確認事項 

居宅会議：年間5回開催。記録について、制度につい
て、事業について、外出支援の基礎的情報などを職員間
で共有した。 

 
５０％ 

 定例化することで出席率もよく、情報の共有
と職員連携を支えることができた。 
今後も継続して、内容の充実と専門性の向上を
はかりたい。 

 
地域
貢献 

「なごみりあ秋祭
り」に参加 

 府営住宅の秋祭りに模擬店を出店し
、GH利用者と一緒に楽しむ機会とする
。 

 
年1回 

管理職員 
サービス管理責任者 
職員 

 「なごみりあ秋祭り」に和太鼓演奏と綿菓子他の協力
出店した。隣接する鳳凰まきしまGHや団地住民との交
流も見られた。 

 
８０％ 

 継続して取り組んでいくことで、より交流が

深められるよう連携する。 

内覧会開催 
 

GH巨椋・蓮の開設時に、内覧会を開
いて、地域にお披露目をする。 

H30.
7月 

管理職員 
GH職員全員 

 7月6日にGH巨椋・蓮の内覧会実施。行政・事業所関
係者と町内の皆様総数60名以上の来所者あり。 

 
８０％ 

 近隣地域でのつながりを少しずつ築いていけ

るよう、独自の取り組みが必要である。 

その
他 

 
 

     
 



 

相談支援 まきしまてくてく 平成 30 年度事業報告 
                                                                                                                                                                                                     
１．事業概要                                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                                                                     
  ○計画相談：  合計 137 名（3 施設 １１８名 地域 19 名）  〇 地域定着支援 7 名    〇 地域移行支援  ０名     ＊年度末時点の実利用者人数  
 
                                                                                                                                                                                                     
２．事業報告（要旨）                                                                                                                                                 
                                                                                                                                                                                                     
  ○山城福祉会が運営する福祉サービス利用対象者を中心に計画相談を実施。137 名の利用計画を 2.5 人(内相談支援専門員 1.5 名)で担当している。月平均 35 件分の計画、モニ
タリングを順次作成する事に課題もあり計画の頻度を概ね半年とし、実施月を障害支援区分の更新月に切り替え作業を行ってきた。 
 ○宇治市地域自立支援協議会、京都知的障害者福祉施設協議会相談支援部会に参画。今年度は京都式強度行動障害モデル事業利用や山城北圏域行政連絡会議でのケース検討（宇治
市・久御山町）より課題の整理及び関係機関の繋がりを深める事ができた。 
 

基本 

方針 

 
事  業  計  画 （Plan） 

 
取 組 の 内 容 等（Do） 

 
評価及び改善方法  

項   目 内  容〔数値、実施時期等〕  実施責任者 内      容 達成率 （Check ＆ Action） 

 
サー
ビス
の 

質の
向上 

ｻｰﾋﾞｽ提供状況、定
着度を整理・把握
し、適切な頻度で
支援を実施してい
く。 

・新年度、３園を利用する新入所
者の新規受け入れ準備。 
・入所施設へ移行された利用者の
定着及び状況の把握及び事業所移
行の検討。 

年間を通して 全員 ・槇島福祉の園（2名）志津川福祉の園（1名
）の新入所者の受入れ、利用計画作成。 
・入所後の定着状況を受け、他法人の相談支
援事業所へ移行。（1名） 

 
100％ 
 
60％ 

新卒者に関しては、進路相談時より面談を重ねることで
ｽﾑｰｽﾞな利用に繋がった。 
迅速なｻｰﾋﾞｽ調整を行うためにも、日々の事業所との連
携強化への仕組みづくりが急務。 

地域定着支援（7
名）への地域の見
守りを強化する。 

地域定着支援での連絡体制の確保
、緊急時の相談より地域生活の見
守りを図る。 

年末年始等大
型連休時 

全員 ・年末年始や大型連休時のｻｰﾋﾞｽ利用状況、緊
急対応に関し、事前にご本人や親族、関係者
と情報共有を図った。 

 
 
８０％ 

引き続き、居宅事業所との顔の見える関係を図りながら
、日々の暮らしの状況を把握し地域で支える仕組みを整
える。 

 
事業
基盤
の 

強化 
 

平成30年度障害
福祉ｻｰﾋﾞｽ等報酬
改定を受けての見
直し及び変更。 

・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ頻度を国基準に引き上げ
るための手立てを検討する。 

 計画的なﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの実地 
 事業所訪問より連携を深める 
・相談支援従事者研修受講より新

たに1名の相談支援専門員を育
成し下半期からの特定事業所加
算（Ⅳ）基準を目指す。 

年間を通して 全員 ・2.5名で実施するにあたり、月予定者の計画
やﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ作成が間に合わず月後れが常態化。 
6か月ごとに順次ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞが実施できる様、調
整中を行った。 
・配置可能な職員の職務年数が足りず、基準
を満たさないことから次年度へ繰り越す。 
 

 
３０％ 
 
 
３０％ 

遅延なくﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞが実施できる様、担当件数を加味しな
がら、国基準に引き上げていく。合わせて随時としてい
た訪問を定例化し確実に実施し業務の円滑化を図る。 
 
 
令和元年10月に実務経験（5年）を迎える事より特定事
業所加算（Ⅳ）を目指す。 

計画相談業務を支
える質の高い相談
支援専門員の確保 
 

・加算対象となる研修受講 
・相談支援従事者初任者研修、相
談支援従事者現任研修受講による
相談支援専門員の養成や更新。 
 

年間研修計画
より 

管理者 ・強度行動障害支援者養成研修（実践研修）
受講(山田) 
・新たに相談支援専門員2名を（松浦・柴垣）
養成。且つ3名（植田・廣田・山本）が更新年
を迎えたため、現任研修を受講。 
 

 
100％ 
 
 
100％ 

主任相談員等、研修要綱が整理されている段階である事
を踏まえ、今後の動向を注視し対策を検討する。 
相談支援専門員業務を法人内にどのように位置づけて
いくか課題が残る中、今年度は更新時期の職員が受講し
た。次年度は更新が適応されるｻｰﾋﾞｽ管理責任者を含め
一体的に検討が必須。 

 
職員
の 

質の
向上 

宇治市地域自立支
援協議会相談支援
部会への参画 

宇治市内の相談支援事業所の相談
員が集まり、行政機関を含め情報
共有、研鑽を深める。 

第3木曜日 山田・柴垣  5月～8月にかけてｹｰｽ事例検討。 
9月みねやま福祉会 ﾏﾙｰﾄ事業所見学。 
10月～2月分野別勉強会にて研鑽を深める。 

 
 
100％ 

地域諸課題を地域の相談員が情報を共有することによ
り、引き続き研鑽を深める。 

京都知的障害福祉
施設協議会相談支
援部会への参画 

相談支援事業所が抱える課題や相
談支援専門員に求められる専門性
について意見交換。 

開催時 山田 年3回開催された協議会に出席。各相談支援事
業所の課題共有及び、平成30年度日本知的障
害者福祉協会 相談支援ｾﾐﾅｰ情報共有。 

 
100％ 

障害福祉の動向や他事業所の諸課題を共有し安定した
経営及び基盤整備が図れるよう意識して参画する。 

 
地域
貢献 

地域貢献に寄与す
る 

地域からの相談があった際、随時
対応する。 

随時 全員 槇島地域の独居の方より相談があり、訪問。
関係者と情報共有を図りながら、地域で見守
っている。 

 
２０％ 

地域福祉の向上に寄与する姿勢より、地域からの相談を
随時受付け入れ、関係機関につなぐ。 

 
その
他 

困難ｹｰｽへの対応 困難ｹｰｽについては、事業所内で抱
え込まず、行政、医療、福祉関係
者と検討する。 

随時 全員 山城北行政連絡会議へ出席（宇治市・久御山
町）の2事例を発表。 

８０％ 次年度は、2事例の経過報告が予定されている。対象者
の所属する志津川福祉の園、宇治川福祉の園と情報を共
有し合同で進める。 

 
 


